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1999年の山形県庄内地域における「 はえぬき」の自粒発生要因と被害の特徴
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1は じ め に

1999年の山形県庄内地域のうるち米の 1等米比率は2000

年 1月 31日現在で251%と 極めて低い結果となり,そ の最

大の原因は自粒の発生によるものであった。1999年 と同様

に高温年次であった1994年では比較的自粒発生が少なかっ

た「はえぬき」でも1999年は自粒が多発した。

ここでは1999年の自粒発生の特徴について「はえぬき」

を中,きに調査し,ま た関連する気象条件や水稲生育の解析 ,

収穫時期と被害との関連について調査したので報告する。

2試 験 方 法

「はえぬき」の自粒発生の特徴を1994～ 1999年の庄内支

場内作況はの調査結果から検討した。また気象条件の解析

について,庄内支場内気象観測データ及び山形県農業気象

情報 l kmメ ッシュ単位日別推定気温データ (以下 l kmメ ッ

シュ気温)を用い行った。稲体の消耗を調査するため,穂

揃期と成熟期の 1籾当たりの茎葉乾物重について,庄内支

場作況は,酒田及び鶴岡田川農業改良普及センター作柄診

断ほの調査結果で検討した。籾数と未熟乳心白粒歩合の関

係について,庄内地域40カ 所について調査し,l kmメ ッシュ

気温をを用い各地の推定最低気温も合わせて検討した。ま

た収穫時期と品質について,庄内支場内で時期を変え収穫

し,関連する品質を調査するとともに,同 じ試料について

の食糧事務所の検査結果と比較検討した。

3 試験結果及び考察

n)自粒発生の実態

1994～ 1999年 の庄内支場作況ほの「はえぬき」の自粒発

生状況について表 1に示した。1999年 は高温年次であった

1994年 より明らかに自粒が多く,特に未熟乳心自粒の発生

が顕著である。このことは,作付が最も多い「はえぬき」

でも乳心自粒が多発生 したことにより産米の 1等米比率が

極端に低下したことを裏付けている。表 2に は地域別の主

要品種の 1等米比率について示したが,庄内地域内でも北

部に位置する酒田管内 (飽海地域)で極端に 1等米比率が

低いことが特徴的である。

12)登熟期前半の気象条件の特徴

1999年 は乳心白粒の発生が多いことから高温年次である

表 1 品種別の整粒歩合と未熟自粒歩合

1998年  831  10  01
1997年  882  01  09
1996年  867  04  01
1995年  812  03   0
1994生F    800     06      1 9

0    11
0   10
0   05
0   03
01   26

表 2 1999年 の 1等米比率

(%.201111年 1月 31日 現在,食糧事務所)

うるち平均 はえぬき ,サニシキひとめばれ

鶴岡管内 (田川地域)355
酒田管内 (飽海地域) 74

庄内地域計   251

41 5     4 7     187

85    05    09
292    31    113

表 3 1994年 及び1999年の出穂後20日 間の気象条件

平均気温 (℃ )

日較差 (℃ )

244 203
282       247
88      87

237
282
97

日射量 (M」/r) 5299   5580   4379
降水量 (m口 ) 335      1205      1273
平均風速 (m/s)  17    28    22
注 日射量及び平均風速の平均値は1994～ 1998年の平均

値

1994年 と1999年の出穂後20日 間の気象条件について比較し

た (表 3)。 1999年 と1994年の気象の違いは,1999年 の最

低気温が高く,それにより日較差も小さくなったことが特

徴的である。このことから1999年の自粒発生の大きな要因

として,登熟前半の夜温が高いことによる稲体の消耗が大

きかったことが推察された。また lbメ ッシュ気温を用い
,

水稲作付地帯の出穂後20日 間 (8月 3日 出穂想定)の平均

最低気温をみると, 1等米比率が低かった飽海地域で最低

気温が高い傾向があった (図省略)。

(%.はえぬき.庄内支場)

(庄内支場)

最低気温 (℃ )
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表4 作況ほ及び作柄診断ほの1籾当たり茎葉乾物重
の推移 (はえぬき)

平年  241 196
76

81
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酒田農業改良   1999年  275 181
普及センター   平年  235 221

66

94

鶴岡田川農業改良 1999年 296 189   64
普及センター   平年  260 242    93  _

表5 収穫時期と品質 (庄内支場,はえぬき)

200 250    300    350    400

籾数 (100粒/r)

図 1 出穂後20日 間の平均最低気温・籾数と未熟自

粒歩合 (庄内地域現地ほ場、1999年 )

1

時期   算気温℃   (%)  歩合(%) 粒歩合(%)  (%)  自度  等級    評価内容

9月 6日    867    838    80     06     12  205  1中
9月 8日    915    810    62     18     18  203  1中
9月 10日    964    812    70     08     18  204  1下
9月 13日     1041
9月 16日    1102
9月 20日    1190
9月 24日    1276
9月 28日    1358

844
858
830
753
662

56
40
52
56
64

08
14
08
04
06

06  208  1下
04  213 1下
04  212  1下   光沢なし

108  224  1下   光沢なし。胴割れ

177  227  2下   光沢なし,胴割れ

9月 30日    1402    656    40     06    217  222  2下   光沢なし・胴割れ

注 籾数は30,400粒/ピ ,活青 。青未熟粒は各時期とも極少。

6)登熟期間の茎葉乾物重の推移

1999年 は穂揃期の 1籾当たりの茎葉乾物重が大きいが
,

成熟期までの減少率が大きかった (表 4)。 このことから

1999年 は乾物重が大きく夜温も高かうたため呼吸量が増加

し,稲体が消耗したと考えられた。

“

)籾数と未熟白粒歩合

現地の調査結果から,髯当たり籾数が多くなると未熟自

粒歩合が高まる傾向が認められた (図 1)。 このことから

自粒発生の被害を軽減するためには籾数が過大にならない

ように制御することが重要であると考えられる。 また
,

1999年は出穂後20日 間の平均最低気温が24℃を Lま わつた

特徴をとらえ,区分 しプロットした。それによると同平均

最低気温が24℃以上のほ場では,籾数を 3万粒/ご以内に

制御しても未熟自粒歩合が10%以上となった。

6)収穫時期と品質

1999年の庄内地域の 1等米比率低 ドの主要因は白粒であ

るが,一部には自粒の発生に加えて刈り遅れによる光沢低

ドやl・l割れが重なり検査等級の低 下に至った場合も見られ

た。庄内支場内での試験結果では,出穂後積算気温1,200

℃付近から刈り遅れにより光沢が低下し,胴割れが急増 し

た。また1,300℃ 付近から検査等級か著 しく低下 した。一

方,900℃ 付近から活青及び青未熟粒はほとんど認められ

ず収穫可能な状態にあった。以上のことから,山形県内に

おける「はえぬきJの刈取り適期の目安は通常出穂後積算

気温950～ 1,200℃ であるが,高温年次には900℃ には刈取

り可能となり,1,150℃ までに収穫を終了することが重要

である。

4 ま  と  め

1999年の山形県庄内地域における自粒の発生は 登熟期

前半の最低気温が高く稲体の乾物重が大きかったため,呼

吸による消耗が大きかったことが最も大きな要因であると

考えられた。また籾数が多いほど自粒発生程度も高まり

同様の自粒発生程度でも刈り遅れにより検査等級が低下し

た場合も見られた。これらのことから登熟期前半の高温に

よる「はえぬきJの 自粒発生の被害を軽減するためには

過大な乾物重 籾数とならないように肥培管理を徹底 して

刈り遅れにならないように出穂後積算気温900～ 1,150℃ 内

に収穫することが重要である。
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